


芸術家たちの南仏
南仏 は、 か つ て芸術家が景勝地や巨匠たち の作品 を求め てパリからイクリアヘ留学や旅行をする際なと の中継地と みなされてい

ました。 しかし 19 世紀末以降、ヴァンスやニ ー ス、 マ ルセイユをはじめ、多くの芸術家たちが その地を制作の場として選んだので す。

地中海や山々に囲まれた豊かな自然、 そして まばゆい光は芸術家たち を惹き つけ、 ときには陶芸なとその地に根差す伝統的な

技法が創作意欲を刺激することもありました。終焉の地として根を下ろした者たちが、壁画や礼拝堂など集大成ともいえる大仕事

を手がけたことも知られています。一方で、戦中には「敵性外国人」として収容された者たちや、港を目指した他国への亡命者が、作品

を生み出した場であったことも忘れてはなりません。

本展で は、20世紀において芸術が展開した場としての南仏に注目し、その地で広がりをみせた交流や、表現あるいは技法について、

国内の美術館などが所蔵する約30作家の作品と関連資料およそ150点を通してご紹介します。

※会期中に 一 部展示替えがあります（前期：3/11-4/30 後期：5/2-6/18)
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11|キスリング〈 風最、パリーニ ー ス間の汽車〉 1926年油彩、カンヴァス80.7 x 100.2cm ポー ラ美術館121 ポーJV ・ セザンヌ〈マルセイユ湾、Vス クヅク近郊のサンクンリ村を望む〉 1877-79年油彩、カンヴァス64.5 x 80.2cm吉野石脊コVクション（山形美術館に寄託） I 3 I アンリ・マテ1ス（待っ》1921-22年油彩、カンヴァス61X50cm愛知県美術館 I 41マルク・ シャガー ル
く青い夜》1969年 クピスリー 206X270cm川島織物文化館©ADAGP, Paris & JASPAR, Tokyo, 2022, Chagall® G3077 I 5 I フェルナン•Vジェ《コンポジション〉 1952年陶板Vリーフ44.4X34cm公益財団法人大川美術館 I 61アンドV・ ドラ ン〈 パノラマ（プロヴァンス風景）〉1930年頃油彩、カンヴァス80X179cm公益財団法人ひろしま美術館 I 71ソニア・ ドローネ ー

《色彩のリズム 〉1953年油彩、カンヴァス100X220cmふくやま美術館DR 181 ジャン・アルプ〈地中海群像〉1941/1965年大理石78.1X93.8X53.6cm東京国立近代美術館©VGBILD-KUNST, Bo皿＆JASPAR, Tokyo, 2022 G3077 I 9|マン•Vイ「骰子城の秘密」1929年16mmフィルム24分神戸映画貸料館©MAN RAY2015TRUST / ADAGP, Paris &JASPAR, Tokyo, 2022G3077 
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会期中のイベント 詳細は決定次第ウェプサイトでお知らせします 交通案内

［定時ガイドツア ー］当日受付
開館 日の毎日14:00 より当館ガイドスタッフが館内の展示をご案内します。
定員制のため、参加当日に館内受付にてご予約ください。

［学芸員によるギャラリ ート ー ク］要予約
3月18日［土］、4月15日［土］各回11:30より

［キュレイタ ー ズ・ト ー ク］要予約
当館学芸員の中村萌恵が、木展巡回先各館の学芸員 とともに会場をご案内します。

5月20日［土］鈴木一生氏（ふくやま美術館）

6月10日［土］藤原啓氏（宇都宮美術館）
各回11:30より
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;があります。
回．．https://kawamura-museum.d ic.co.jp

＠望
SNSにて情報を
発信しています。

［講演会］要予約

5月13日［土］13:30-15:00
鈴木理策氏（写真家、東京藝術大学美術学部先端芸術表現科教授）

「知覚の感光板」について

［ミモザ・キャンペ ー ン］
春の訪れを知らせる黄色い花をモチ ＿フとしたマティスの切り紙絵《ミモザ》にちなみ、
会期中はレストランと茶席で特別メニュ ーをご用意します。

［ミモザ割］
3月中、ミモザイエロー の お召し物でご来館の方は｀入館券ご購入時にご本人様分の代金より
200円引きいたします。窓口でスタッフにお申し出ください。

1次回企画展 I
「ジョゼフ・アルバースの授業一色と素材の実験室」（仮称）
2023年秋 DIC株式会社

●自動車で：東関東自動車道「佐倉IC」より、国道51号を千葉方面
へ進み「坂戸」交差点を左折、県道22号線（八街横芝線）を八街
方面へ約700m直進右手〈約10分〉、 無料駐車場160台

●東京駅から高速バスで：八重洲北口から徒歩5分、京成バス3番
のりばから「マイタウン ・ ダイレクトバス」に乗車〈約60分〉
（行き】東京駅9:55発→美術館11:02着
【帰り】美術館15:29発→東京駅16:42着
料金：大人片道1,360円
問い合わせ先：ちばグリ ー ンバス043-481-0808
運行時間などに変更が生じる可能性があります。
最新情報は「ちばグリ ーンバス」へお問い合わせ く ださい。

●東京駅からJRで：JR総武快速線の成田空港行きで「佐倉駅」
下車〈約60分〉、南口の美術館バス停より無料送迎バス〈約20分〉

●上野駅から京成電鉄で：京成本線特急または快特の成田方面
行きで「京成佐倉駅」下車〈約60分〉、南口「シロタカメラ」前より
無料送迎バス〈約30分〉

［送迎パス時刻表］
●京成佐倉駅→美術館

s:so I 9:10 I 9:so 110:20 I c10:so) 111:20 I c11:soJ 112:20 
(12:so) I 13:20 I (13:soJ I 14:20 I (14:so) I 15:20 I 15:50 

●JR佐倉駅→美術館
9:oo I 9:20 I 10:00 I 10:30 I (11:00) 111:30 I (12:00) I 12:30 

C13:□o) I 13:30 I (14:00) I 14:30 I c1s:oo) I 15:30 I 16:oo 

●美術館→JR佐倉駅→京成佐倉駅
10:so I (11:20) I 11:50 I 12:45歴 I (13:20) I 13:50佐 I (14:20) 
14:50 I 15:20 I 15 50 I (16:20) I 16:45 I 17:15 

（ ）内は土・日・祝日のみ運行
歴：国立歴史民俗博物館経由 佐：佐倉市立美術館経由
※上記の館が休館の場合は経由しません。

DIC J II 村記念美循館
千葉県佐倉市坂戸631 050-5541-8600（ハロ ー ダイヤル）

←船橋 京成線

国道296号 ° 

国立歴史民俗
博物館

京成佐倉駅 成田→

ti,↓ 

°佐倉市立美術館
JR佐倉駅 成田→

物井
JR総武本線

戸竺竺
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